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市役所の代表電話番号は　�０４２４－６４－１３１１です　お間違えのないようお願いします

～パブリックコメント（市民意見提出手続き制度）を実施します～～パブリックコメント（市民意見提出手続き制度）を実施します～
●●　●●　●　環境基本条例の一部改正について環境基本条例の一部改正について　●●　●●　●

市内の犯罪発生状況（11月末現在）
自転車盗車上ねらい
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他県で下校中の児童が犠牲になる事件が発生していま
す。この種の犯罪を防ぐには、犯罪を起こさせないとい
う「地域の目」が必要です。児童の下校時間にあわせて、
植木に水をあげたり、家の周りを掃除するなど、児童の
見守りにご協力をお願いします。

　市では、環境基本条例により良好な
環境を将来の世代に引き継ぐことを目
的に運営しています。その条例の一部
を改正するにあたり、概要をお知らせ
するとともに、市民の皆さんの意見を
募集します。
▽対象　市内在住・在勤・在学の方お
よび市内に事業所等を有する個人およ
び法人その他の団体
▽意見の提出方法・提出先　次のいず
れかの方法で、住所・氏名・案件名
「環境基本条例改正」を必ず明記して、
提出してください。
①直接または郵送　〒２０２－８５５５西東
京市役所保谷庁舎環境保全課へ
②ファクス（�３８－６２８２）環境保全課
あて
③電子メール（市のホームページから）
※住所・氏名の公表はしませんが、匿
名の意見は受け付けできません。また、
提出された意見に個別の回答はできま
せん。
▽提出期間　１月１６日（月）～２月１０
日（金）（必着）
▽改正案の閲覧　改正案は両庁舎１階
の情報公開コーナー、市ホームページ
でご覧になれます。
▽検討結果の公表　４月（予定）

■改正の趣旨
　平成１６年３月に西東京市として初め

ての環境基本計画が策定されたことに
より、「計画の策定から計画の実行へ」
移行する必要があります。そのため、
環境基本計画に示された施策の方向性
に基づき、市民、事業者、行政が協働
して、環境保全の取り組みを推進する
ための仕組み等の整備を考えていま
す。
　また、環境基本計画で示された「重
点プロジェクト」を中心とした事業の
展開を図る必要がありますが、そのた
めには、重点プロジェクトを具体的に
推進する役割を担う推進組織を立ち上
げ、実効的かつ効率的に事業を進めな
ければなりません。

■改正のポイント
◎市長の付属機関である環境審議会委
員の定数の変更を考えています。
◎新たに市民・事業者等と市の協働に
より環境保全活動を推進していく「環
境保全活動等推進員」を設定します。
主な取り組み内容は次のように考えて
います。
①市民・事業者への啓発活動
②環境情報の収集および提供活動
③環境学習活動への取り組み
④その他、環境保全活動に係る状況の
把握など

◆環境保全課（�保 �内線２２１５）

改正案改正前

○環境審議会の委員数を変更します
・環境基本計画策定時には、さまざ
まな分野の意見が必要であったた
め、２０人の委員構成となっていま
した。
・今後は、計画全体の進行管理を主
な業務とするため、委員構成を見
直し、委員数の適正化を図ります。
・公募市民を含む１０人以内の設定を
考えています

第５章　環境審議会
第１８条
５　審議会は、次に掲げる者の中
から市長が委嘱する２０人以内の委
員をもって組織する。
�公募市民 ������ ６人以内
�事業者 ������� ５人以内
�学識経験者 ����� ４人以内
�環境関係団体の代表 � ２人以内
�関係行政機関の職員 � ３人以内

○新たに環境保全活動等推進員を設
定します
・環境基本計画において環境保全等
の取り組みを推進する考え方が示
されたことにより、これらに具体
的に取り組むために環境保全活動
等推進員を設定します。
・環境保全活動等推進員は環境保全
活動や環境学習活動への取り組み
及び進ちょく状況の把握等を行い
ます。
�市民・事業者への啓発活動
�環境情報の収集及び提供活動
�環境学習活動への取り組み
�その他、環境保全活動に係る状況
把握等
・公募市民を含む１０人以内の設定を
考えています。

新規（環境保全活動等推進員）

　

子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
や
買
い
物
の
途
中

や
地
域
で
遊
ん
で
い
る
時
な
ど
に
、
事
件
・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
近

く
に
安
心
し
て
避
難
で
き
る
お
店
や
家
が
あ

る
場
合
や
、
顔
見
知
り
の
大
人
が
い
る
場
合

に
は
、
危
険
を
回
避
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
各
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者

会
、
青
少
年
育
成
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
お
店
や
家
に
協
力

を
依
頼
し
、子
ど
も
の
避
難
場
所
と
す
る「
子

ど
も　

番
ピ
ー
ポ
く
ん
の
家
」
活
動
を
行
っ

１１０

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域
を
あ
げ
て
こ
の

活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
市
で
は
考

え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
事
件
・
事
故
か
ら
未
然
に

防
ぎ
、「
西
東
京
市
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
盛
り
上
げ
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
町
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
子
育
て
支
援
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１５２１
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阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら　

年
が
経
過
し
ま

１１

し
た
が
、
一
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
昨

年
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
東
京
で
も
震
度

５
強
を
記
録
し
た
千
葉
県
北
西
部
地
震
な

ど
、
被
害
が
発
生
し
て
い
る
地
震
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
防
災
用
品
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
各
家
庭

で
も
、
防
災
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
と
き　

１
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

１６

２０

▽
と
こ
ろ　

防
災
セ
ン
タ
ー
４
階
展
示
ホ
ー

ル◆
防
災
課
（
�保
 
�
内
線　

）
223３
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平
成　

年
（　

月
末
現
在
）
の
市
内
の
犯

１７

１１

罪
発
生
状
況
は
、
振
り
込
め
詐
欺
で
は
約
８

千
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
直
接
恐
怖
を
感
じ
る
ひ
っ
た

く
り
、
空
き
巣
な
ど
の
街
頭
・
侵
入
犯
罪
は

前
年
と
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
（
下
表
）。

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
防
犯
活
動
が
活

発
に
な
っ
た
こ
と
が
、
減
少
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、

各
防
犯
活
動

団
体
の
活
動

状
況
を
紹
介

す
る
た
め
、

パ
ネ
ル
展
示

会
を
開
催
し

ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
の
活
動
状
況
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

１
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）　

２３

２７

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
と
こ
ろ　

田
無
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー

※
１
月　

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま

２９

で
、田
無
庁
舎
２
階
市
民
会
議
室
に
お
い
て
、

防
犯
活
動
団
体
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
を
開
催
し

ま
す
。
連
絡
会
に
登
録
し
て
い
な
い
自
治
会

な
ど
の
団
体
の
代
表
、
役
員
の
方
で
参
加
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月　

日
（
木
）
午

１９

後
５
時
ま
で
に
生
活
文
化
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
議
室
の
定
員
が　
６０

人
の
た
め
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
文
化
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４２５
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今
回
は
８
月
４
日
か
ら　

日
に
か
け
て
行
っ
た
夏
季
調
査
結
果

１１

を
報
告
し
ま
す
。
冬
も
合
わ
せ
た
年
間
調
査
結
果
は
平
成　

年
５

１８

月
の
市
報
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▽
調
査
方
法　

調
査
は
、
環
境
省
の
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
係
る

大
気
環
境
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
て
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
も
一
層
の
精
度
向
上
を
図
る
た
め
、
一
週
間
連
続
測
定
を
行
い

ま
し
た
。

▽
調
査
地
点
と
調
査
結
果

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

結
果
は
、
０
・
０
４
０
〜

０
・
０
５
３
ｐ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ

Ｑ
／
立
方
㍍
で
す
（
上
表

参
照
）。

　

環
境
基
準
で
は
年
平
均

０
・
６
ｐ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／

立
方
㍍
で
す
が
、
調
査
結

果
を
環
境
基
準
と
比
較
す

る
に
は
今
回
（
夏
）
と
次

回
（
冬
）
の
結
果
を
平
均

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
環
境
保
全
課
（
�保
 
�
内

線　

）
２２１３

調査結果　毒性等量（単位：pg-TEQ/�）

夏　季 ����� 調査日

調査地点 平成１７年８月４日～１１日
０.０４８青嵐中学校
０.０４２東伏見小学校
０.０４０保谷庁舎
０.０5３谷戸小学校
０.０４２田無第一中学校
０.６（参考）環境基準
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第三区町会自主防災防犯会のパトロ－ル


